
全方向コンプトンイメージングに基づく放射線源可視化・定量法の開発 

(1) 隠匿された線源の可視化・定量に関する基礎検討 

Development of Radioactive source identification by 4π Compton gamma imaging 

(1) Study of method for location and activity determination of hidden radioactive sources 
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放射性物質を用いたテロや放射性物質の紛失・盗難時の対策における隠匿された放射線源の特定手法とし

て、全方向コンプトンカメラによるガンマ線源の位置および線源強度の推定手法の開発を行っている。壁の

裏に隠匿された 137Cs線源の位置・強度の定量についての基礎実験をもとに、本手法の適用性を検討した。 
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1. はじめに   放射性物質を用いたテロや放射性物質の盗難、紛失

への対策のため、ガンマ線源の探知手法の開発が求められている。

被ばく線量の低減等の観点から、線源探知は迅速かつ遠隔からの測

定ができることが望ましい。そこで、全方向コンプトンカメラを用

いた放射線源の可視化・定量法の開発に取り組んでいる。今回は、

壁の裏側や箱の内部などに存在する隠匿された線源の可視化・定量

に関する基礎検討を行った。 

2. 隠匿されたガンマ線源の位置・強度推定に関する基礎実験 

 全方向コンプトンイメージングでは、位置敏感型の検出器に入射

したガンマ線がコンプトン散乱の後に光電吸収を起こした事象に

着目する。検出器内の相互作用位置から散乱光子の飛来方向を、付

与エネルギーから散乱角を計算することで得られるコンプトンコ

ーンを、検出器を中心とする球面に逆投影することでコーンの重な

りからガンマ線入射方向を推定する[1]。再構成画像の強度は線源強

度と幾何効率（立体角）に依存するため、空間内で検出器を移動さ

せ、複数の位置でガンマ線入射方向分布を取得することで、線源の

三次元位置と強度を特定することができる。壁に囲われた空間に存

在する 137Cs 放射線源の線源位置、強度の定量について、Fig. 1 に示

すような体系で実験を行い、検討した。検出器位置を①～④まで移動し、各位置でガンマ線入射方向分布を

取得した。これらを用いて３次元ボクセル空間内に再構成された線源位置と強度の結果を Fig. 2 に示す。隠

匿された線源に対しても、線源の位置と強度を推定できることが示された。 
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Fig. 1 実験体系 
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Fig. 2 線源位置・強度の推定結果 
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